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LCD画面の機能説明

１．LCD画面ﾎﾞﾀﾝ

１．１　メニューﾎﾞﾀﾝ

Menuﾎﾞﾀﾝを1秒間押し続けるとLCD画面の下に各種、選択ﾎﾞﾀﾝが表示されます。

　　このﾎﾞﾀﾝはFREEとLOCKのトグルになっており表示をLOCKにしてBACKﾎﾞﾀﾝを押して通常画面

　　に戻るとSelModel:Step:Countﾎﾞﾀﾝが赤の枠に変わり画面上より操作できなくなります。

　　LOCKよりFREEに変更したい時はメニュ-よりLOCKﾎﾞﾀﾝを押し表示をFREEにしてBACKﾎﾞﾀﾝで戻ります。

　　このﾎﾞﾀﾝはAllChkとNG　BRKのトグルになっておりAllChk時は検査がNGの時も検査項目の

　　最後まで検査します。NG　BRKはAllChkとは逆に検査がNGの時はその場所で検査を中止します。

　　スキップしたい検査項目を押すと表示がDoまたはSKIPに変わりますのでBACKﾎﾞﾀﾝを押して

　　検査画面に戻ります。以上、3項目はボード上のEEPROMに記憶されます。

　　このﾎﾞﾀﾝは拡張I/O機能を使用した時のI/Oモニターです。スクロールﾎﾞﾀﾝを押すとポートアドレスが

画面スクロール

メニューﾎﾞﾀﾝ（1秒間押す）

判定表示

モデル選択ボタン

STEP Thru/Stop OK:NG:COUNT表示

FREE

AllChk

SKIP

全てのﾎﾞﾀﾝ操作にて検査
画面に戻る時はこのﾎﾞﾀﾝ
を押してください。

E-I/O

終了する時



　　増減します。希望のポート及びﾋﾞｯﾄの場所を押すと色が反転し拡張I/Oに出力します。

　　インポートは入力があれば水色に表示が反転します。モニターを終了する時はBACKﾎﾞﾀﾝでぬけてください。

　　このﾎﾞﾀﾝは検査項目の各ステップのNGの状態を数字で見ることができます。

　　（注）　電源を切ると、ここに表示されているデータはクリアされます。

　　LCD画面の輝度を調整します。出荷時はデフォルト値を入れていますが、設置場所に

　　応じてスクロールﾎﾞﾀﾝで調整してください。設定値はボード上のEEPROMに記憶されます。

　　全てのﾎﾞﾀﾝ操作にて検査画面に戻る時はこのBACKﾎﾞﾀﾝに終了してください。

サブメニューについて

検査画面よりMenuﾎﾞﾀﾝを1秒間押し続けるとLCD画面の下にメニュ-が表示されます。

E I/O

入力有りの状態

出力した状態

終了する時

N G

Bright

BACK



表示後、再度Menuﾎﾞﾀﾝを押すとﾎﾞﾀﾝの表示がかわります。（裏メニュー）

　　このﾎﾞﾀﾝはSnd On : Snd Off のトグルになっており制御内ブザーのON・OFFを選択します。

　　このﾎﾞﾀﾝは電源投入時の指定されたオープニング画面を表示します。

　　表示後、再度LCD画面を押すと検査画面に戻ります。

　　このﾎﾞﾀﾝはタッチパネルの調整をするモードです。出荷時に調整はしていますが、

　　なんらかのトラブルにて再調整する場合はﾎﾞﾀﾝ位置の精度に関係しますので慎重に進んでください。

　　調整はLCD画面のメッセージが表示されます。データが確定すると1秒間ブザーがなり次のステップに進みます。

　　調整項目が２ヶ所、確認項目が２ヶ所になっていて正常に終了するともとの検査画面にもどります。

　　調整値はボード上のEEPROMに記憶されます。

Snd　On

Logo

TP　ADJ



　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの作成方法

　ここでは、プログラム作成の流れ・各ツールの使用方法を簡単に説明します。

　本装置に付属のサンプルプログラムはイエローソフト社の統合開発環境YelloeIDE＋YCSHを使って確認しております。
　YelloeIDEとはCコンパイラまたはアセンブラをWindows上のGUIでエディットからプログラムのダウンロードまで
　統合的に開発することができます。
　YellowIDEの詳しい説明はイエローソフト社のﾎｰﾑページをご覧下さい。（http://www.yellowsoft.com/)

　　デバック中のYellowIDEの画面

　　必要な関数またはチェックルーチンを追加します。

　　プログラムの実行ﾎﾞﾀﾝを押すとコンパイルが始まりエラーが無ければメッセージがでます。
　　ここで本装置の電源を入れてください。黒いターミナルウインドウにターゲットよりメッセージが
　　表示されるのを確認して（はい）ﾎﾞﾀﾝをクリックしてくだい。プログラムが転送されます。

（注）　デバック時及び実行時は後パネルのスイッチをRUNに切り替えてください。デバック時はマイコン内蔵ROMに
　　　　ダウンローダソフトを書き込んでおきます。デバック時はボード上のRAMへ高速で転送して実行します。

実行ﾎﾞﾀﾝ



　　プログラムの転送が終了するとサンプルソフトではターゲットよりターミナル画面に
　　"=== Monitor Start ===" メッセージが表示されプログラムがスタートします。

　　プログラムがスタートした状態で”？”を送信するとサンプルプログラムではターミナル画面に
　　マニュアルテストのヘルプを表示するようになっています。機能はヘルプを参照してください。
　　さらに各コマンドの頭文字＋？で各機能の詳しい説明をみることができます。
　　(例）”I”　+　”?” で内部I/O関連の説明が表示

　　内部I/Oのヘルプ画面

　デバック速度について

　　内蔵ROM、RAMは32bit1ステート（50nsec/20MHz）でアクセスできますが、外部RAMは最速（100nsec）で
　　バス幅8bitですから動作速度がデバック時とROM化した時の動作速度が異なります。（ROM化が約8倍速い）
　　サンプルプログラムでは定期周期割り込みを使用していますのでデバック時とROM化した時の
　　タイマーの実行速度は同じです。

　　デバック時のダウンロード時間は115200bpsでサンプルプログラムを転送するとパソコンにもよりますが
　　約27秒かかります。デッバック時間を短縮するために460800bpsで転送すると約１０秒で転送することも
　　可能です。これを実現するには別途ツールが必要になります。詳しくは弊社に問い合わせください。



　プログラムのロム化

　デバックがRAM上で正常に動作することが確認できたら、マイコン内蔵のFRASH ROMに書き込みます。
　手順はRAMへダウンロード（S）をクリックしウインドーが開きますのでROM化（S)を選択してください。
　次にツールバーのプロジェクト　→　再構築を実行しエラーがなければサンプルソフトではMonshxx.Sのファイル
　ができます。

　マイコン内蔵FLASH　ROMへの書き込み

　　電源を切り、後パネルのスイッチをFEW（FLASH WRITE ENABLE）側に切り替えてください。
　　弊社ではマイコン内蔵FLASH　ROM書き込みに（株）アルファプロジェクトのFLASH　WRITER　PRO2を
　　使用しています。書き込む前に電源を切り後パネルのスイッチをFWT側に切り替えてください。

　　File　→　Open　でMonshxx.sを指定します。

　　スタートを押してエラーメッセージも無く終了すると終わりです。次に装置の電源を切り後パネルの
　　スイッチをRUN側に切り替えて電源を入れるとLCD画面が表示されプログラムが走り出します。

　　（注）Yellow　Soft社のYCSHにもFLASH WRITERソフトは添付されていますが、弊社のマイコンボード上の
　　クリスタルを変更しているので使用することはできません。

デバック時には必ず
RAMへダウンロード
に切り替えてください。



　　検査項目の編集ツール（SetChkA.exe）

　　検査項目の編集とモデル名の編集をしてマイコンボードのフラッシュＲＯＭに書き込みます。
　　またマイコンから読み出したり、ホルダに保存することができます。ベースにするモデルが
　　あって検査項目が同じ・一部規格値の変更・検査項目削除の機種追加程度なら
　　このソフトのみで機種追加できます。

　　端末に書き込まれているチェッカーIDを読込みます。
　　チェッカーIDは誤って他のチェッカーデータを書き込まないようにするため
　　予め出荷時に弊社にて書き込んでいます。

　　チェッカーIDとモデルナンバーを指定してこのﾎﾞﾀﾝを押してください。
　　該当する検査項目表が表示されます。

　　LCD画面のセルモデルでモデルを選択するためここで編集しWrite Flash ROMを押して
　　ボード上のフラッシュロムに書き込みます。Read Flash ROMは接続されている端末の
　　フラッシュロムからモデルデータを読出し編集画面に表示します。

検査項目編集機能

　　Write Flash ROM 　　指定したモデルナンバーのフラッシュロムエリアに編集中の検査内容を書き込みます。
　　Read Flash ROM 　　指定したモデルナンバーのフラッシュロムエリアの内容を編集画面に表示します。

Checker　IDの読出

検査項目編集

モデル名編集

検査項目編集画面

書き込み・読み出しは、
ここで指定されている
ナンバーで実行します。

モデル登録画面



LCD画面コピーツール　（CopyLcdA.exe）

　ＬＣＤに表示している画面を端末からパソコンに転送して表示します。
　またファイルとして保存したり、保存されているファイルを表示したり
　プリンタに出力することができます。

　端末とパソコンをケーブルで接続します。

　　LCDに表示されている画面をパソコンの画面に読み出します。

　　LCDより読込んだデータをbmp形式で保存します。

　　保存されているbmp形式のファイルを読込みパソコン画面に表示します。

　　読込んだデータをプリンターに出力します。

端末LCD
データ読み込み

名前を付けて
保　　存

ファイル読込
描　　画

印　　刷


